
や
さ

シテ
ィ、ま

つ
ど
。

中
部
小
学
校  

2
年

｢

松
戸
花
火
大
会｣

松
戸
市
小
中
学
生
観
光
絵
画
展

松
戸
市
長
賞
受
賞
作
品

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

は
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

市
が
行
う
社
会
福
祉
の
充
実
、
ご
み
対

策
や
保
健
衛
生
の
充
実
、
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
道
路
・
河
川
・
公

園
な
ど
の
整
備
、
消
防
・
防
災
対
策
の

充
実
、
商
工
業
や
農
業
の
振
興
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
施
策
に
要
す
る
費

用
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
税
特
集
号
は
、
こ
の
よ
う
な
貴

重
な
財
源
と
し
て
の
市
税
の
あ
ら
ま
し

に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

広報

2/10
2015.  No1503

税特集号

･････ ～
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こ
の
ま
ち
・
松
戸

　
あ
な
た
の
税
が

　
　
　
い
き
て
い
ま
す

木
内
理
緒
さ
ん

 

き
　
　
う
ち

 

り

　 

お
　
　

住
ん
で
よ
い
ま
ち

ま
ち

訪
ね
て
よ
い

を
め
ざ
し
て
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☎047－366－7321　　047－360－1300
http://www.city.matsudo.chiba.jp/
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○
○

　
松
戸
市
の
個
人
市
民
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
、
松
戸
市
に
居
住
し
て
い

る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
、
前
年

一
年
間
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
県
民
税
は
個
人
市
民
税

と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
、
市
を
経

由
し
て
県
へ
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
個
人
市
民
税
・
県
民
税
は
地
方
税
法

に
よ
り
税
率
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
市
町
村
に
よ
り
税
率
が
異
な

る
こ
と
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん
。

　
個
人
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、

2
月
上
旬
に
、
原
則
と
し
て
前
年
に
個

人
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
し
、
確

定
申
告
が
不
要
だ
っ
た
人
、
前
年
に
会

社
を
退
職
し
た
人
、
前
年
に
松
戸
市
へ

転
入
し
た
人
へ
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
市
民
税
課
、
各
支

所
・
申
告
会
場
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

＊
申
告
書
が
郵
送
さ
れ
て
来
な
い
場
合

で
も
、
申
告
が
必
要
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。「
申
告
が
必
要
な
人
」

（
左
上
図
）
を
基
に
申
告
が
必
要
か

不
要
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、
国
民
健

康
保
険
や
国
民
年
金
等
社
会
保
険
料
の

控
除
証
明
書
（
国
民
年
金
に
つ
い
て
は

支
払
い
を
証
す
る
書
類
）
、
生
命
保
険

料
、
地
震
保
険
料
、
長
期
損
害
保
険
料

（
平
成
18
年
以
前
に
契
約
し
た
も
の
）

の
払
込
証
明
書
、
認
め
印
、
銀
行
等
の

口
座
番
号
（
所
得
税
還
付
の
場
合
）

　
毎
年
、
各
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
す

る
た
め
、
郵
送
に
よ
る
申
告
を
お
勧
め

し
ま
す
。
申
告
書
に
氏
名
・
住
所
・
連

絡
先
を
記
入
し
て
、
押
印
の
上
、
右
記

の
「
申
告
に
必
要
な
も
の
」
を
同
封
し

て
、｢

〒
271―

８
５
８
８
松
戸
市
役
所
市

民
税
課｣

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
控

え
が
必
要
な
人
は
、
切
手
を
貼
り
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
告
書
に
は
必
ず
連
絡
先
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
確
定
申
告
書

の
提
出
先
は
税
務
署
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
3
ペ
ー
ジ
下
段

に
あ
る
「
松
戸
税
務
署
か
ら
の
お
知

ら
せ
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
・
拡
充

　
個
人
市
民
税
・
県
民
税
に
お
け
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
（※

）
の
適
用
期
間
が

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
の
4
年
間
延

長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

居
住
開
始
年
月
日
が
、
平
成
26
年
4
月

1
日
〜
平
成
29
年
12
月
31
日
の
人
に
つ

い
て
は
個
人
市
民
税
・
県
民
税
の
控
除

限
度
額
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
（
表
１
参

照
）
。

※

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
（
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
）
を
受
け
た
人

で
、
所
得
税
に
お
い
て
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌

年
度
の
個
人
市
民
税
・
県
民
税
に
お

い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
19
年
・
平
成

20
年
中
の
入
居
に
つ
い
て
は
個
人
市

民
税
・
県
民
税
か
ら
の
控
除
の
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
お
よ

び
配
当
所
得
等
に
対
す
る
軽
減
税
率

の
廃
止

　
上
場
株
式
等
の
配
当
お
よ
び
譲
渡
所

得
等
に
係
る
軽
減
税
率
（
所
得
税
7
％
、

個
人
市
民
税
・
県
民
税
3
％
）
の
特
例

措
置
が
平
成
25
年
12
月
31
日
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
1
月
1

日
以
降
は
、
本
則
税
率
（
所
得
税
15
％
、

個
人
市
民
税
・
県
民
税
5
％
）
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
本
則
税
率
が
適
用
さ
れ
る

の
は
、
所
得
税
は
平
成
26
年
分
か
ら
、

個
人
市
民
税
・
県
民
税
は
平
成
27
年
度

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
（
表
２
、
表
３
参

照
）
。

　
千
葉
県
お
よ
び
県
内
全
市
町
村
で
は
、

平
成
28
年
度
よ
り
、
個
人
市
民
税
・
県

民
税
の
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
（
引
き

落
と
し
）
を
徹
底
し
ま
す
。
現
在
、
特

別
徴
収
を
実
施
し
て
な
い
事
業
者
は
、

平
成
28
年
度
ま
で
に
準
備
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
納
税
者
本
人
や
そ
の
家
族
が
、
病
気

や
け
が
等
に
よ
り
高
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
場
合
に
は
、
申
告
す
る
こ

と
に
よ
り
一
定
金
額
の
所
得
控
除
が

受
け
ら
れ
、
所
得
税
額
や
個
人
市
民

税
・
県
民
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、

前
年
１
年
間
（
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
）
に
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
生
命

保
険
な
ど
の
給
付
金
や
高
額
療
養
費

の
支
給
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

を
差
し
引
い
た
額
が
、
10
万
円
ま
た

は
所
得
の
5
％
の
い
ず
れ
か
少
な
い

方
の
金
額
を
超
え
た
場
合
（
上
限
二

百
万
円
）
で
す
。

  　
パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
給
与
所
得
と

な
り
ま
す
。
給
与
所
得
は
、
パ
ー
ト
収

入
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低
六
十

五
万
円
）
を
引
い
た
金
額
で
す
。
パ
ー

ト
収
入
が
百
万
円
以
下
の
場
合
は
、
個

人
市
民
税
・
県
民
税
は
、
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
百
三
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、
そ
の
人
の
配
偶
者
は
配
偶
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
配
偶
者

の
所
得
の
非
課
税
限
度
額
と
配
偶
者
控

除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の
関
係
は
左
記

の
表
の
と
お
り
で
す
。

個
人
市
民
税
・
県
民
税
の
概
要

申
告
に
必
要
な
も
の 

特
別
徴
収
の
推
進
に
つ
い
て

医
療
費
控
除 

パ
ー
ト
収
入
の
非
課
税
限
度
額 

郵
送
に
よ
る
申
告
受
付

平
成
27
年
度
個
人
市
民
税
・
県

民
税
に
か
か
る
主
な
税
制
改
正

個
人
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書

2

●広報まつど　 2015年（平成27年）2月10日

給与所得控除額

延長
・
拡充

～平成25年12月31日

平成26年1月1日～
平成26年3月31日

平成26年4月1日～
平成29年12月31日

（※）

所得税の課税総
所得金額等の5％
（市民税3％、
県民税2％）

【最高97,500円】

所得税の課税総
所得金額等の7％
（市民税4.2％、
県民税2.8％）

【最高136,500円】

表1　住宅ローン控除の延長・拡充

現行
区分 平成26年分から平成25年分まで

申告分離課税
所得税
個人
市民税
・

県民税

7％ 15％
3％

（市民税1.8％、
県民税1.2％）

5％
（市民税3％、
県民税2％）

表2　上場株式等の譲渡所得等に係る税率

総合課税

所得税 累進課税

10％
（市民税6％県民税4％）

夫・妻の所得から（参考）

100万円以下
（所得35万円以下）

100万円超
（所得35万円超）～
103万円以下
（所得38万円以下）
103万円超
（所得38万円超）～
141万円未満
（所得76万円未満）

141万円以上
（所得76万円以上）

 かからない かからない 受けられる 受けられない

 かからない かかる 受けられる 受けられない

 かかる かかる 受けられない 受けられる

 かかる かかる 受けられない 受けられない

配偶者控除 配偶者
特別控除

所得税 個人市民税・
県民税パート収入金額

申告書はご自分で作成して、提出は便利な郵送をご利用ください
市民税課（個人）☎366－7322
　　　　（法人）☎366－7136   
mcshiminzei@city.matsudo.chiba.jp

問

個人市民税・県民税はかかりません
が、国民健康保険料や介護保険料の
基礎資料・非課税証明書の発行資料
となりますので申告してください。
ただし、同一世帯の親族の扶養に入
っていて、扶養者がすでに申告してい
る場合は申告の必要はありません。

申告が必要な人

平成26年中に収入
はありましたか？

給与所得以外にも所得
がありますか？

公的年金等収入のみ
ですか？

税務署に所得税の
確定申告書を提出
しますか？

収入に給与所得がありますか？

はい いいえ

勤務先から松戸市に給与支払報告
書が提出されていますか？
（不明な人は勤務先でご確認ください）

【スタート】

※公的年金等の収入が400万円以下、かつその他の所得が20万円以下の人は所
得税の確定申告が不要ですが、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されている控
除（社会保険料控除等）以外の控除（生命保険料控除、医療費控除等）の適用を
個人市民税・県民税で受ける場合には申告が必要です。また、公的年金以外の所
得がある場合にも申告が必要です。

平成27年1月1日現在、松
戸市に住所または事業所等
がありましたか？

①に該当する人…松戸市に申告する必要があります。
②に該当する人…松戸市に申告する必要はありません。
③に該当する人…原則、松戸市に申告する必要はありません（※）。

①

② ③

②

①

申 告 受 付 会 場

受付会場 … 市役所本館2階 大会議室・各市民センター等

1階またはエレベーター等が設置されている会場
●市役所  本館2階  大会議室（階段昇降機・エレベーターあり）
●常盤平市民センター 1階
●小金原市民センター 2階（エレベーターあり）　
●六実市民センター 2階（エレベーターあり）
●小金保健福祉センター 3階（エレベーターあり）　

受付時間 … 9時～11時30分／13時～16時30分
（受付日は3ページをご覧ください）

※平成26年4月1日～平成29年12月31日の金額は、
住宅購入時の消費税率が8％または10％である場合の
金額であり、それ以外の場合における控除限度額は現行
どおりになります。

区分 平成26年分から平成25年分まで

申告分離課税
所得税
個人
市民税
・

県民税

個人
市民税
・

県民税

7％ 15％
3％

（市民税1.8％、
県民税1.2％）

5％
（市民税3％、
県民税2％）

表3　上場株式等の配当等に係る税率



は
、
封
筒
の
裏
面
に
、
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

告
書
の
控
え
に
受
付
印
が
必
要
な
人

は
、控
え
も
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
、

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

●
開
設
期
間
　
3
月
16
日
㈪
ま
で

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
が
、

2
月
22
日
、
3
月
1
日
の
日
曜
日
は

開
設
し
ま
す
。

●
相
談
受
付
　
9
時
〜
16
時
（
提
出
の

み
の
場
合
は
17
時
ま
で
） 

●
注
意
事
項
　
会
場
は
大
変
混
雑
す
る

た
め
、 

ご
自
宅
で
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
て
申
告
書
を
作

成
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
開
設
期
間
中
は
税
務
署
内
に｢

確

定
申
告
書
作
成
会
場｣

は
あ
り
ま
せ

ん
。た
だ
し
、
申
告
書
の
提
出
の
み
の

場
合
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）。

　
　
会
場
に
は
無
料
の
駐
車
場
が
な
い

た
め
、
ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
納
税
は
、
便
利
な
振
替
納
税
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
振
替
日…

4
月
20
日
㈪

○
消
費
税
の
振
替
日…

4
月
23
日
㈭

※

お
申
し
込
み
は
税
務
署
ま
た
は
金
融

機
関
へ

問
松
戸
税
務
署
☎
363
・１
１
７
１（
代
表
）

〒
271-

８
５
３
３

松
戸
市
小
根
本
53
の
３

　
公
的
年
金
等
に
か
か
る
個
人
市
民

税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
公
的
年
金

等
受
給
者
の
納
税
の
便
宜
や
個
人
市
民

税
・
県
民
税
徴
収
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
老
齢
基
礎
年
金
等
か
ら
特
別
徴
収

（
引
き
落
と
し
）
の
方
法
に
よ
っ
て
徴

収
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

　
前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を

受
け
た
人
で
、
特
別
徴
収
す
る
年
度
の

初
日
（
４
月
１
日
）
に
お
い
て
老
齢
基

礎
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
老
齢
基
礎
年
金
等
の
給
付
額
の
年
額

が
十
八
万
円
未
満
の
人

②
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
所
得

税
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
控
除
し
た
後
の
老
齢
基
礎
年
金
等

の
給
付
額
を
超
え
る
人

③
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１

月
１
日
以
後
引
き
続
き
松
戸
市
に
住

所
を
有
し
な
い
人

④
松
戸
市
の
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
な
い
人

●
対
象
と
な
る
税
額

　
公
的
年
金
等
に
か
か
る
所
得
か
ら
算

出
し
た
個
人
市
民
税
・
県
民
税
で
す
。

給
与
所
得
等
、
公
的
年
金
等
以
外
の
所

得
に
か
か
る
個
人
市
民
税
・
県
民
税
に

つ
い
て
は
、
別
途
徴
収
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
特
別
徴
収
が
停
止
に
な
る
場
合

①
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
年
金
の
支
給

を
受
け
な
く
な
っ
た
場
合

②
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
年
金
受
給
者

が
転
出
・
死
亡
し
た
場
合

③
松
戸
市
の
介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら

引
け
な
く
な
っ
た
場
合

④
所
得
税
、
介
護
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
個
人
市
民
税
・
県
民
税
の
合

計
額
が
特
別
徴
収
対
象
年
金
の
支
払

額
を
超
え
る
場
合

⑤
納
税
通
知
書
発
送
後
に
年
税
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
や
、
公
的
年
金
等

か
ら
の
特
別
徴
収
税
額
が
変
更
に

な
っ
た
場
合

　
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す
る

法
人
に
課
税
し
ま
す
。
内
容
は
、
資
本

金
等
の
額
・
従
業
者
数
に
よ
り
区
分
さ

れ
る
「
均
等
割
」
と
、
資
本
金
等
の

額
・
法
人
税
額
に
よ
り
区
分
し
た｢

法

人
税
割｣

か
ら
な
り
ま
す
。
原
則
と
し

て
、
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
か
ら

２
カ
月
以
内
に
確
定
申
告
を
し
て
納
め

ま
す
。
ま
た
、
事
業
年
度
が
６
カ
月
を

超
え
る
法
人
は
前
事
業
年
度
の
法
人
税

額
に
よ
り
、
中
間
（
予
定
）
申
告
納
付

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

法
人
市
民
税 

公
的
年
金
等
に
か
か
る
個
人

市
民
税
・
県
民
税
の
徴
収

方
法
に
つ
い
て

松
戸
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

松
戸
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
3
月
16

日
㈪
ま
で

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告
と
納

税
は
、
3
月
31
日
㈫
ま
で

●
平
成
24
年
分
の
課
税
売
上
高
が
一
千

万
円
を
超
え
る
人
、
平
成
25
年
1
月

1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
課
税
売

上
高
（
ま
た
は
給
与
等
支
払
額
）
が

一
千
万
円
を
超
え
る
人
、
ま
た
は
消

費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
を
提

出
し
て
い
る
人
は
消
費
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

●
申
告
書
の
作
成
を
税
理
士
に
依
頼
さ

れ
る
際
は
、
偽
税
理
士
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・

贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
確
定
申
告

等
が
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
使
え

ば
、24
時
間
い
つ
で
も
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
等
は
添
付
書
類
と一

緒
に
郵
送
等
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ま
た
、ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ
ば
作

　
成
し
た
申
告
書
デ
ー
タ
に
電
子
証
明

を
添
付
し
て
、
そ
の
ま
ま
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト

①
添
付
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

　
略
で
き
ま
す
。

②
還
付
金
を
早
く
受
け
取
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。
　
　
　
　

　※

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
ジ( 

　 http://w
w
w
.nta.go.jp)

　
　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
ま
た
は
信
書
便
で
提
出
す
る
人

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
贈
与
税
・
個
人
消
費
税
の
確
定

申
告
書
作
成
会
場
を『
ダ
イ
エ
ー
松

戸
西
口
店
6
階
』に
開
設
し
ま
す

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、

提
出
は
お
早
め
に

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
告
書
等
を
作
成
で
き
ま
す

申
告
書
・
届
出
書
等
は
「
信
書
」
に

該
当
し
ま
す
の
で
、
郵
便
ま
た
は
信

書
便
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い

納
税
は
便
利
な
振
替
納
税
で

URL
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9時～11時30分／13時～16時30分
2月16日（月）～3月16日（月）申告期間

受付時間
※市役所本館2階大会議室では市民税・県民税申告書の受け付けのみを行い、所得税の確定申告
書の作成は行いません。ダイエー松戸西口店6階の確定申告書作成会場をご利用ください。

※市役所本館2階大会議室では市民税・県民税申告書の受け付けのみを行い、所得税の確定申告
書の作成は行いません。ダイエー松戸西口店6階の確定申告書作成会場をご利用ください。

法人の区分 法人の区分 税 率

12.3％

14.7％

9.7％

12.1％

均
　
　
等
　
　
割

50人以下

50人超

50人以下

50人超

50人以下

50人超

50人以下

50人超

50人以下

50人超

5万円

12万円

13万円

15万円

16万円

40万円

41万円

175万円

41万円

300万円

※資本金等の額は、資本金の額また
は出資金額と資本積立金額との
合計額です。

上記に掲げる
法人以外

法
　
人
　
税
　
割

資本金等
の額が1
億円以下
で、かつ法
人税額が
年500万
円以下（分
割法人に
おいては
分割前の
額）

平成26
年 9 月
30日以
前 に 開
始 す る
事 業 年
度

平成26
年10月
1日以後
に 開 始
す る 事
業年度

均等割額
（年額）資本金等

の額
市内の
従業者数

1千万円
以下

1千万円超
1億円以下

50億円超

10億円超
50億円以下

1億円超
10億円以下

※馬橋支所は会場の都合により受け付けを行っていません。

期　日

会　場

※土・日曜日の受け付けは行っていません。各会場での受付日（○印が実施日）

市役所本館2階大会議室
常盤平市民センター1階
新松戸市民センター2階
小金原市民センター2階
六実市民センター2階
小金保健福祉センター3階
東部支所2階
矢切支所2階

 （月） （火） （水） （木） （金） （月） （火） （水） （木） （金） （月） （火） （水） （木） （金） （月） （火） （水） （木） （金） （月）
 5 6 9 10 11 12 13 16 16 17 18 19 20 23 24 25 26 27 2 3 4

2　　　　月 3　　　　月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─
○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○
○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○
○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○
─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

各
会
場
と
も
駐
車
場
の
台
数
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
本
庁
舎
は
柱
補
強
工
事
中
の
た

め
、
駐
車
台
数
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。
や
む
を
得
ず
車
で
来
庁
す
る
場
合

は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

本町
交差点

西口
駅前広場

◀至
北千住

【交通】JR線・新京成線「松戸駅」西口から徒歩5分
【所在地】松戸市根本4の2

至柏▶

根本
交差点松戸野田線

松戸駅

岩
瀬
こ
線
橋

ダ
イ
エ
ー

松
戸
西
口
店
6
階

公的年金からの特別徴収（引き落とし）の例
◆ 特別徴収の対象税額と徴収方法（初年度）

◆ 前年度が特別徴収だった人（2年度目以降）

 1期（6月末） 2期（8月末） 10 月 12 月 2 月
 3,000円 3,000円 2,000円 2,000円 2,000円

 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月
 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円 2,000円

 普通徴収（自分で納付） 特別徴収（引き落とし）

 特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）

徴収方法
徴収月

税額

徴収方法
徴収月

税額

 年税額の4分の1ずつ 年税額の6分の1ずつ

前年度2月と同じ額

※公的年金等に係る年税額が12,000円で、次年度も同額の場合。

年税額から仮徴収した額を
控除した額の3分の1ずつ
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固定資産税課　☎366－7323問

mckoteishisan@city.matsudo.chiba.jp

税 率 0.23%（制限税率0.3％）  

価格（×特例率）＝本則課税標準額 
（本来の課税標準額） 

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在
で
、

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）

を
所
有
し
て
い
る
人
が
納
税
義
務
者
と

な
り
、
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　
固
定
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
は
、

三
年
に
一
度
、
評
価
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
「
評
価
替
え
」
と

い
い
、
評
価
替
え
の
年
度
を
「
基
準
年

度
」
と
い
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
基

準
年
度
と
な
り
、
原
則
と
し
て
三
年
間
、

価
格
が
据
え
置
か
れ
ま
す
（
償
却
資
産

は
毎
年
度
評
価
を
見
直
し
ま
す
）
。

　
た
だ
し
、
土
地
（
宅
地
）
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
〜
7
月
1
日

ま
で
の
六
カ
月
の
間
、
地
価
の
下
落
が

認
め
ら
れ
る
場
合
、
下
落
を
反
映
さ
せ

て
平
成
27
年
度
の
価
格
を
決
定
し
ま
す
。

●
評
価
の
し
く
み

　
土
地
の
評
価
は
地
方
税
法
に
定
め
る

「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
に
基
づ
き
、

地
目
別
に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法
に
よ

り
評
価
し
ま
す
。

●
地
目

　
地
目
と
は
、
宅
地
・
田
・
畑
・
鉱
泉

地
・
池
沼
・
山
林
・
牧
場
・
原
野
お
よ

び
雑
種
地
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
松

戸
市
で
は
鉱
泉
地
・
牧
場
・
原
野
に
該

当
す
る
土
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
固
定
資

産
税
の
評
価
上
の
地
目
は
、
登
記
簿
上

の
地
目
に
か
か
わ
り
な
く
、
１
月
１
日

（
賦
課
期
日
）
の
利
用
状
況
（
現
況
地

目
）
に
よ
り
ま
す
。

●
地
積

　
地
積
は
、
原
則
と
し
て
登
記
簿
に
登

記
さ
れ
て
い
る
地
積
に
よ
り
ま
す
。

●
価
格
（
評
価
額
）

　
価
格
は
、
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
き
、
売
買
実
例
価
額
を
基
に
算
定
し

た
正
常
売
買
価
格
を
基
礎
と
し
て
決
定

し
ま
す
。

●
路
線
価
等
の
公
開

　
価
格
の
基
礎
と
な
る
路
線
価
お
よ
び

標
準
宅
地
の
所
在
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
路
線
価
と
は

　
宅
地
の
価
格
を
決
定
す
る
う
え
で
基

礎
と
な
る
価
格
で
、
具
体
的
に
は
道
路

に
面
し
た
標
準
的
な
宅
地
の
一
平
方
㍍

あ
た
り
の
価
格
を
い
い
ま
す
。

　
宅
地
の
価
格
は
、
こ
の
路
線
価
に
基

づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
の
状
況
（
間

口
・
奥
行
・
形
状
等
）
に
応
じ
て
求
め

ま
す
。

　
標
準
宅
地
と
は

　
市
内
の
地
域
ご
と
の
主
要
な
道
路
に

接
し
た
標
準
的
な
宅
地
を
い
い
ま
す
。

　
主
要
な
道
路
の
路
線
価
は
、
こ
の
標

準
宅
地
に
つ
い
て
の
地
価
公
示
価
格
等

の
七
割
を
基
に
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
主
要

な
道
路
の
路
線
価
を
基
に
し
て
道
路
の

幅
員
や
公
共
施
設
か
ら
の
距
離
な
ど
に

応
じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
路
線
価
お
よ
び
標
準
宅
地
に

つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
　 http://w

w
w
.sonicw

eb-asp.jp/
m
atsudo/

）
「
地
図
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
」
内
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
課
税
標
準
額

　
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
、
価
格
が

課
税
標
準
額
（
本
則
課
税
標
準
額
）
と

な
り
ま
す
が
、
住
宅
用
地
等
に
つ
い
て

は
、
課
税
標
準
の
特
例
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
価
格
に
特
例
率
を
乗
じ
た
額
が

本
則
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用

さ
れ
る
場
合
の
課
税
標
準
額
は
、
本
則

課
税
標
準
額
を
上
限
と
し
て
、
住
宅
用

地
等
に
つ
い
て
は
上
昇
、
商
業
地
等
の

宅
地
に
つ
い
て
は
上
昇
・
据
え
置
き
ま

た
は
引
き
下
げ
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

●
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特

　
例

　
住
宅
用
地
は
、
税
負
担
を
特
に
軽
減

す
る
必
要
か
ら
、
そ
の
面
積
の
広
さ
に

よ
っ
て
、
小
規
模
住
宅
用
地
と
一
般
住

宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措
置
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

○
小
規
模
住
宅
用
地

・
二
百
平
方
㍍
以
下
の
住
宅
用
地
（
二

百
平
方
㍍
を
超
え
る
場
合
は
住
宅
一

戸
あ
た
り
二
百
平
方
㍍
ま
で
の
部
分
）

を
小
規
模
住
宅
用
地
と
い
い
ま
す
。

・
小
規
模
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
額
に

つ
い
て
は
価
格
の
六
分
の
一
の
額
と

す
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
（
都
市

計
画
税
の
特
例
率
は
三
分
の
一
）
。

○
一
般
住
宅
用
地

・
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地

を
一
般
住
宅
用
地
と
い
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
三
百
平
方
㍍
の
住
宅
用
地

（
一
戸
建
住
宅
の
敷
地
）
で
あ
れ
ば
、

二
百
平
方
㍍
分
が
小
規
模
住
宅
用
地

で
、
残
り
の
百
平
方
㍍
分
が
一
般
住

宅
用
地
と
な
り
ま
す
。

・
一
般
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
額
に
つ

い
て
は
、
価
格
の
三
分
の
一
の
額
と

す
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
（
都
市

計
画
税
の
特
例
率
は
三
分
の
二
）
。

●
住
宅
用
地
の
範
囲

①
専
用
住
宅
（
も
っ
ぱ
ら
人
の
居
住
の

用
に
供
す
る
家
屋
）
の
敷
地
の
用
に

供
さ
れ
て
い
る
土
地
。
そ
の
土
地
の

全
部
（
家
屋
の
床
面
積
の
十
倍
ま

で
）

②
併
用
住
宅
（
一
部
を
人
の
居
住
の
用

に
供
す
る
家
屋
の
う
ち
、
家
屋
の
床

面
積
に
対
す
る
居
住
部
分
の
割
合
が

四
分
の
一
以
上
あ
る
も
の
）
の
敷
地

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
。
そ
の

土
地
の
面
積
（
家
屋
の
床
面
積
の
十

倍
ま
で
）
に
一
定
の
率
を
乗
じ
て
得

た
面
積
に
相
当
す
る
土
地

○
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る

土
地
と
は
、
そ
の
住
宅
を
維
持
し
、

ま
た
は
そ
の
効
用
を
果
た
す
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
る
一
画
地
を
い
い
ま

す
。
従
っ
て
、
１
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
に
お
い
て
新
た
に
住
宅
の
建
築

が
予
定
さ
れ
て
い
る
土
地
、
あ
る
い

は
住
宅
が
建
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
土
地

は
、
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
建
て
替
え
建
築
中
な
ど
で
一

定
の
要
件
を
満
た
す
と
認
め
る
土
地

に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
地
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
。

　
償
却
資
産
は
、
土
地
・
家
屋
以
外
の

も
の
で
、
法
人
・
個
人
事
業
者
を
問
わ

ず
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
資
産
（
構
築
物
、
機
械
、
器

具
・
備
品
な
ど
）
を
い
い
ま
す
。

●
申
告
に
つ
い
て

　
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
（
市
内
の
他
の
事
業
者
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
を
含
む
）
は
、

毎
年
1
月
1
日
現
在
の
資
産
所
有
状
況

を
1
月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

※
社
宅
・
寮
・
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を

所
有
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
る
建
物
は
、
そ
の
動
力
設
備

と
し
て
の
変
電
設
備
、
ま
た
、
敷
地

内
に
駐
車
場
お
よ
び
植
栽
等
を
施
し

て
あ
る
場
合
も
償
却
資
産
と
し
て
の

申
告
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
評
価
の
し
く
み

　
償
却
資
産
の
評
価
は
、
地
方
税
法
に

定
め
る
「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
に
基

づ
き
、
資
産
の
取
得
価
額
お
よ
び
取
得

年
月
を
基
準
と
し
て
、
各
資
産
の
耐
用

年
数
に
応
ず
る
減
価
率
を
基
本
と
し
て

評
価
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
税
は
都
市
計
画
事
業
、
ま

た
は
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
た
め
、
原
則
と
し
て
都
市

計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域
内
の
土

地
・
家
屋
の
所
有
者
が
固
定
資
産
税
と

と
も
に
納
め
る
税
金
で
す
。

※
都
市
計
画
事
業
と
は
都
市
計
画
施
設

の
整
備
に
関
す
る
事
業
お
よ
び
市
街

地
開
発
事
業
を
い
い
ま
す
。
　

　
　
売
り
主
の
「
Ａ
さ
ん
」
は
平
成
26

　
　
年
12
月
に
自
己
所
有
地
の
売
買
契

約
を
締
結
し
、
平
成
27
年
1
月
10
日
に

は
買
い
主
の
「
Ｂ
さ
ん
」
へ
の
所
有
権

移
転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
の
固
定
資
産
税
は
誰
に
課
税
さ
れ

ま
す
か
。

　
　
平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
は
　

　
　
「
Ａ
さ
ん
」
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
27
年

度
の
固
定
資
産
税
は
、
平
成
27
年
1
月

1
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
、
登
記
簿
に

所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
に

対
し
て
全
額
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

税
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て
は
、
売
り

主
と
買
い
主
と
の
間
で
契
約
書
等
に

よ
っ
て
取
り
決
め
る
こ
と
が
多
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
（
家
屋
の
売
買
が
あ
っ
た

場
合
に
も
同
様
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま

す
）。

　
　
平
成
27
年
1
月
20
日
に
取
り
壊
し

　
　
た
家
屋
に
つ
い
て
も
、
平
成
27
年

度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
（
賦

　
　
課
期
日
）
現
在
に
所
在
し
て
い
る

固
定
資
産
を
課
税
対
象
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
平
成
27
年
1
月
20
日

に
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
も
１
月
１
日
に

は
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27

年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

る
も
の
で
す
。

固
定
資
産
税

評
価
替
え

償
却
資
産

都
市
計
画
税

土
　
地

（本来の課税標準額）

納税通知書

まだ本来の
課税標準額では
ないんだね

URL
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●広報まつど　 2015年（平成27年）2月10日

実地調査にご理解とご協力をお願いします
（固定資産評価補助員証を持った職員が伺います）

地方税法の規定に基づき利用状況などの調査を行っ
ていますので、ご協力ください。

家屋の評価額を算出するには、家屋内部を拝見し、
仕上げ材料などを調査する必要があります。　
なお、建築関係書類の用意をお願いしますので、ご
協力ください。

○土地調査……

○家屋調査……

●
評
価
の
し
く
み

　
家
屋
の
評
価
は
地
方
税
法
に
定
め
る

「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
に
基
づ
き
、

木
造
と
木
造
以
外
の
家
屋
の
区
分
に
よ

り
価
格
を
求
め
ま
す
。
市
の
職
員
が
家

屋
の
間
取
り
や
仕
上
げ
材
料
な
ど
を
調

査
し
、
建
築
後
の
経
過
年
数
に
よ
る

「
経
年
減
点
補
正
率
基
準
表
」
を
適
用

し
て
評
価
し
ま
す
。

●
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置

　
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
新
築
さ

れ
た
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

等
の
居
住
用
家
屋
は
、
次
の
要
件
を
満

た
す
場
合
、
新
築
後
一
定
の
期
間
、
そ

の
住
宅
の
固
定
資
産
税
額
（
一
戸
あ
た

り
居
住
面
積
百
二
十
平
方
㍍
相
当
分
ま

で
）
の
二
分
の
一
の
額
を
減
額
し
ま
す
。

 

要
　
件

　
居
住
面
積
が
五
十
平
方
㍍
（
貸
家
共

同
住
宅
は
、
一
戸
あ
た
り
四
十
平
方

㍍
）
以
上
二
百
八
十
平
方
㍍
以
下

●
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
新
築
し
た
場

　
合
の
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
住

宅
で
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
新
築

し
た
場
合
、
新
築
後
五
年
度
分
（
三
階

建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
は
七

年
度
）
、
そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税

額（
一
戸
あ
た
り
百
二
十
平
方
㍍
相
当

分
ま
で
）の
二
分
の一の
額
を
減
額
し
ま

す
。

 

手
続
き

　
新
築
さ
れ
た
翌
年
の
1
月
31
日
ま
で

に
申
告
書
に
認
定
通
知
書
の
写
し
を
添

付
し
て
固
定
資
産
税
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
既
存
住
宅
を
耐
震
改
修
し
た
場
合
、

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す

　
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所
在

し
て
い
る
住
宅
で
、
平
成
27
年
12
月
31

日
ま
で
に
、
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
要

件
を
満
た
す
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た

場
合
、
そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税
額

（
一
戸
あ
た
り
百
二
十
平
方
㍍
相
当
分

ま
で
）
を
翌
年
度
に
限
り
、
二
分
の
一

の
額
を
減
額
し
ま
す
。

家
　
屋

固
定
資
産
の
縦
覧

納
税
者
に
相
続
が
発
生
し
た

場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

平
成
27
年
度

税
制
改
正
大
綱
に
つ
い
て

 

要
　
件

①
建
築
基
準
法
の
現
行
耐
震
基
準
（
昭

和
56
年
６
月
施
行
）
に
適
合
す
る
耐

震
改
修
で
あ
る
こ
と

②
耐
震
改
修
の
費
用
が
一
戸
あ
た
り
五

十
万
円
超
で
あ
る
こ
と

③
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工
事
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
※
）
が
必
要

※
証
明
書
＝
建
築
士
等
が
証
明
す
る
指

定
の
書
類

 

手
続
き

　
改
修
工
事
完
了
後
、
三
カ
月
以
内
に

申
告
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
固

定
資
産
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
等
の
居
住
す
る
既
存
住
宅
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
し
た
場
合
、
固

定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す

　
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所
在

す
る
次
の
要
件
A
に
該
当
す
る
住
宅
で
、

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
要
件
B
の

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
住
宅

の
固
定
資
産
税
額
（
一
戸
あ
た
り
百
平

方
㍍
相
当
分
ま
で
）
を
翌
年
度
に
限
り
、

三
分
の
一
の
額
を
減
額
し
ま
す
。

 

要
　
件

Ａ
＝
①
六
十
五
歳
以
上
の
人
②
要
介
護

認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
人
③
障
害
者
の
人
の
い
ず

れ
か
が
居
住
す
る
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

Ｂ
＝
①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
勾
配
の

緩
和
③
浴
室
の
改
良
④
便
所
の
改

良
⑤
手
す
り
の
設
置
⑥
床
の
段
差

の
解
消
⑦
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
で
補
助
金
等
を
除
く
自

己
負
担
額
が
一
戸
あ
た
り
五
十
万

円
超
で
あ
る
こ
と

 

手
続
き

　
改
修
工
事
完
了
後
、
三
カ
月
以
内
に

申
告
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
固
定

資
産
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
既
存
住
宅
を
省
エ
ネ
改
修
し
た
場
合
、

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す

　
平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所
在

す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で
、

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
要
件
C
お

よ
び
要
件
D
を
満
た
す
改
修
工
事
を
行

っ
た
場
合
、
そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税

額
（
一
戸
あ
た
り
百
二
十
平
方
㍍
相
当

分
ま
で
）
を
翌
年
度
に
限
り
、
三
分
の

一
の
額
を
減
額
し
ま
す
。

 

要
　
件

C
＝
①
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
二
重
サ

　
　
ッ
シ
化
・
複
層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）

②
床
の
断
熱
工
事
③
天
井
の
断
熱

工
事
④
壁
の
断
熱
工
事
（
②
〜
④

は
、
①
と
併
せ
て
行
う
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
省
エ
ネ
改
修
工

事
で
改
修
工
事
の
費
用
が
一
戸
あ

た
り
五
十
万
円
超
で
あ
る
こ
と
。

D
＝
建
築
基
準
法
の
現
行
省
エ
ネ
基
準

に
適
合
し
た
省
エ
ネ
改
修
で
あ
る

こ
と

※
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
建
築
士
等

が
証
明
す
る
指
定
の
書
類
）
が
必
要

で
す
。

 

手
続
き

　
改
修
工
事
完
了
後
、
三
カ
月
以
内
に

申
告
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
固
定

資
産
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
と
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自

己
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
、
市
内
の

他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間

　
4
月
1
日
㈬
〜
30
日
㈭（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
）

場
所

　
市
役
所
新
館
二
階
固
定
資
産
税
課

※
縦
覧
の
際
は
、本
人
確
認
で
き
る
も
の

（
7
ペ
ー
ジ
下
段
を
参
照
）を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。法
人
の
場
合
は
代
表

者
印
を
持
参
、
ま
た
は
代
表
者
印
の

押
印
さ
れ
た
委
任
状
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
個
人
の
委
任
状
に
も

委
任
者
の
押
印
が
必
要
で
す
。

※
自
己
所
有
の
固
定
資
産
の
課
税
内
容

に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
に
綴
ら

れ
て
い
る
「
課
税
資
産
の
内
訳
」
で

確
認
で
き
ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
と
し
て
登
記

ま
た
は
土
地
・
家
屋
補
充
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
た
人
が
平
成
27
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に
死
亡
し
て

い
た
場
合
、
相
続
人
の
中
か
ら
代
表
者

を
申
出
い
た
だ
き
、
納
税
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
申
出
書
は
、
松
戸
市
に
死
亡
届
を
提

出
し
た
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
松
戸

市
外
で
死
亡
届
を
提
出
し
た
場
合
は
、

申
出
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
固
定
資

産
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
未
登
記
家
屋
を
所
有
し
て
い

る
場
合
は
、
所
有
者
変
更
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
方
法
に
つ
い

て
は
固
定
資
産
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
被
相
続
人
ご
自
身
が
口
座
振
替
に
よ

り
納
税
し
て
い
た
場
合
、
金
融
機
関

の
相
続
の
お
手
続
き
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
引
き
落
と
し
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
12
月
30
日
に
税
制
改
正
の

内
容
を
ま
と
め
た
税
制
改
正
大
綱
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
に
関
す

る
主
な
も
の
と
し
て
、
次
の
三
点
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
改
正
内
容
が
法

案
と
な
り
、
国
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定

で
す
。

①
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
く
必
要
な
措
置
の
勧

告
の
対
象
と
な
っ
た
特
定
空
家
等
に

係
る
土
地
に
つ
い
て
、
住
宅
用
地
に

係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税

の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
対
象
か

ら
除
外
す
る
措
置
を
講
ず
る
。

②
事
業
所
内
保
育
事
業
（
利
用
定
員
が

６
人
以
上
）
の
用
に
供
す
る
固
定
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
に
つ
い
て
、
非
課
税
と
す
る
措

置
を
講
ず
る
。

③
家
庭
的
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保

育
事
業
又
は
事
業
所
内
保
育
事
業

  

（
利
用
定
員
が
１
人
以
上
５
人
以
下
）

の
用
に
直
接
供
す
る
家
屋
及
び
償
却

資
産
（
他
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
固
定
資

産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、

課
税
標
準
を
価
格
の
２
分
の
１
と
す

る
措
置
を
講
ず
る
。

　
（
「
平
成
27
年
度
税
制
改
正
大
綱
」

か
ら
抜
粋
）

※
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
が
除
外
さ
れ

る
特
定
空
家
等
の
取
り
扱
い
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、
総
務
省
お
よ
び
国
土

交
通
省
で
協
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
お
願
い

平
成
27
年
度
の
納
税
通
知
書

は
4
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
は
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

税 率 1.4%
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廃車、名義変更などの手続きはお早めに廃車、名義変更などの手続きはお早めに
税制課  ☎366－7321
mczeisei@city.matsudo.chiba.jp

問

軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
に
原
動

機
付
自
転
車
、軽
自
動
車
、小
型
特
殊
自
動

車
、二
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

登
録
名
義
人
に
、納
め
て
い
た
だ
く
税
で
す
。

●
納
税
通
知
書
の
発
送

平
成
27
年
度
の
納
税
通
知
書
は
５
月

11
日
㈪
発
送
予
定
で
す
。納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
人
は
、早
め
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
納
税
の
方
法

６
月
１
日
㈪
ま
で
に
納
付
書（
兼
納
税

通
知
書
）で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
減
免
に
つい
て

体
の
不
自
由
な
人
な
ど
が
生
活（
仕

事
・
通
勤
・
通
学
・
通
院
な
ど
）
の

た
め
に
軽
自
動
車
等
を
使
用
す
る
場

合
、
申
請
に
よ
り
税
の
減
免
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
廃
車・名
義
変
更
等
は
４
月
１
日
㈬
ま

で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。手
続
き

が
さ
れ
て
い
な
い
と
、平
成
27
年
度
以

降
も
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。手

続
き
を
忘
れ
た
た
め『
納
税
通
知
書

が
送
付
さ
れ
た
』『
届
か
な
か
っ
た
』等

の
例
が
多
く
な
って
い
ま
す
。ト
ラ
ブ
ル

を
防
止
す
る
た
め
に
も
、で
き
る
だ
け

本
人
が
直
接
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。第
三
者
に
依
頼
し
た
場
合
は
、手

続
き
が
さ
れ
た
か
書
類
を
本
人
で
確

認
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
バ
イ
ク（
松
戸
市
ナ
ン
バ
ー
）の
盗
難

に
あ
っ
た
場
合
は
、警
察
署
へ
盗
難
届

の
手
続
き
後
、税
制
課
ま
た
は
各
支

所
で
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
車
手
続
き
の
際
に
必
要
な
事
項

　
届
け
出
た
警
察
署
名
・
届
出
日
・
受

理
番
号
・
被
害
年
月
日

●
軽
自
動
車
等
の
登
録・廃
車・変
更
手

続
き
に
つ
い
て
必
要
な
も
の
お
よ
び
手

続
き
す
る
場
所
は
、下
記
の
表
の
と
お

り
で
す
。野
田・習
志
野
ナ
ン
バ
ー
の
手

続
き
に
つい
て
は
、千
葉
運
輸
支
局・軽

自
動
車
検
査
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
等
の
廃
車
、
名
義
変
更
、
住
所

変
更
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

軽自動車等の登録・廃車・変更手続きについて 軽自動車税の税制改正について
軽自動車税の税率が変わります

　市では、皆さんが健康で快適に過ごせるように、福祉・教育・健康・道路・住
宅・消防といった市民生活に欠かせない仕事を行っています。これらの仕事
を行う上で必要な財源のうち、市税は歳入予算の約49％を占める最も貴重
なものです。そこで、市税がどのような仕事に使われているかを「市税1万
円の使いみち」として図に表してみました。

高齢者や障がい者の福祉・保育所の管理・
生活保護等に

道路・公園等都市整備に

土木費 円1,028

※平成26年度一般会計予算（9月補正後）の各費目に対する税等一般財源の割合による配分です。
※カッコ内の数字は、前年度同期のものです。

（913円）

農業の振興・中小企業の振興等に

消防・救急活動・防災等に

税金はいろいろなことに
使われているのね!

民生費
円3,281

（3,276円）

①

広報・選挙・税務等の
仕事・市役所や支所
等の管理運営に

総務費 円1,075
（1,105円）

⑤

農林水産業費・商工費他
円236

（284円）

⑧

消防費 円615
（637円）

⑦

⑥

ごみ・し尿の処理・
公害防止・予防接種等
保健衛生に

（1,352円）
衛生費 円1,436②

市債の返済に

公債費
円1,080

（1,151円）

④

学校・幼稚園・
公民館・図書館等
教育文化に

教育費 円1,249
（1,282円）
③

登　　録

名義変更

廃　　車 （松戸市ナンバー）

市外から
転入

譲受け

廃車済

廃車済

未廃車
標識（ナンバー
プレート）付

未廃車
標識（ナンバー
プレート）付

廃車申告受付書
認印
市外の標識（ナンバープレート）
標識交付証明書
認印

標識（ナンバープレート）
標識交付証明書
譲渡証明書
認印
標識（ナンバープレート）※
標識交付証明書
認印

廃車申告受付書
譲渡証明書
認印

販売証明書
認印

松戸市役所
税制課（本館2階）
☎366－7321
または各支所

千葉運輸支局
野田自動車検査登録事務所
☎050-5540-2023

原動機付自転車および二輪車等
　原動機付自転車および二輪車等については、次の税率になります。
Ⅰ

松戸市ナンバー（原動機付自転車・小型特殊自動車）
●手続きに来る方の本人確認できるもの（7ページ下段を参照）が必要です。

野田・習志野ナンバー（125cc超二輪車・三輪および四輪）

　三輪および四輪の軽自動車税については、平成27年4月1日以降に新規取得
（新規検査（新車））される軽四輪車等の税率の引き上げと、グリーン化を進める
観点から、新規検査（新車）から13年を経過した軽四輪車等について、平成28年
度課税分から経年車重課（税率の引き上げ）を実施します。

　 三輪および四輪の軽自動車（総排気量660㏄以下）Ⅱ

手続きに必要なもの

購　入

車種区分

自家用
営業用
自家用
営業用

三輪

税率（年額）

（２）
新税率

（３）
13年経過

（１）
現行税率

四
輪

乗
用

貨
物
用

3,100円
7,200円
5,500円
4,000円
3,000円

3,900円

10,800円

6,900円

5,000円

3,800円

4,600円

12,900円

8,200円

6,000円

4,500円

区　分 手続きする場所

（１）平成27年３月31日までに新規検査（新車）を受けている軽四輪車等は、上記
表の「（１）現行税率」になります（ただし、平成28年度課税分から、上記表の
「（３）13年経過」に該当となる場合があります）。
（２）平成27年4月1日以降に初めて車両番号の指定を受けた（※）軽四輪車等を取
得された場合は、上記表の「（２）新税率」となります。
（３）平成28年度課税分から、初めて車両番号の指定を受けた月から起算して13
年を経過した軽四輪車等を所有している場合は、翌年度から上記表の「（３）13
年経過」の税率となります。
※「初めて車両番号の指定を受けた」とあるのは、自動車検査証の「初度検査年
月」を指します。

軽自動車検査協会
千葉事務所野田支所
☎050-3816-3117

廃車・変更手続き等については、
右記へお問い合わせください

廃車・変更手続き等については、
右記へお問い合わせください

車種区分

原動機付自転車

小型特殊自動車

小型二輪自動車
軽二輪

50㏄以下
50㏄超90㏄以下
90㏄超125㏄以下
ミニカー（50cc以下）
農耕作業用
その他（フォークリフト等）
125㏄超250㏄以下
250㏄超

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
1,600円
4,700円
2,400円
4,000円

2,000円

2,000円

2,400円

3,700円

2,400円

5,900円

3,600円

6,000円

税率（年額）
現行税率 新税率

　平成26年度税制改正により、車体課税の見直しがされ軽自動車税の
税率変更が行われました。変更後の税率については、当初下記のとお
りでしたが、平成27年度税制改正大綱（平成26年12月30日）により、
軽自動車のグリーン化特例措置による軽減税率を導入すること、原動
機付自転車および二輪車等（表I）に係る新税率の適用開始を1年延
期すること（適用開始：平成27年度⇒平成28年度に延期）の税制改正
が行われる予定です。詳しくは、地方税法の一部改正がされてから
｢広報まつど｣へ掲載を予定しております。

二輪車
（125cc超）

三輪・四輪

市税1万円の使いみち

※標識（ナンバープレート）をき損、紛失した場合には、弁償金（200円）が必要です
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コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融
機

関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
モ

バ
イ
ル
）
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
て
市

税
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
取
り
扱
い
税
目
】

　
市
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
の

み
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
土

地
・
家
屋
）、
固
定
資
産
税
（
償
却
資

産
）、
軽
自
動
車
税

【
コ
ン
ビ
ニ
で
お
支
払
い
の
場
合
】

●
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た
納
付
書

で
納
付
で
き
、
手
数
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

●
現
金
の
み
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

●
納
付
書
一
枚
に
つ
き
、
三
十
万
円
を

超
え
る
場
合
は
、納
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
納
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
納
付
書

は
、
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

●
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
は
次
の
通
り
で
す
。

☆
コ
コ
ス
ト
ア
／
エ
ブ
リ
ワ
ン

☆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
　

☆
サ
ー
ク
ル
Ｋ
／
サ
ン
ク
ス

☆
ス
リ
ー
エ
フ
　
　

☆
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
／
ス
パ
ー
北
海
道

　
／
ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア
／
タ
イ
エ
ー

☆
セ
ー
ブ
オ
ン
　

☆
セ
ブ
ン‐

イ
レ
ブ
ン

☆
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
／
ヤ
マ
ザ
キ
デ

イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
／
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ

シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
／

ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

☆
ポ
プ
ラ
／
く
ら
し
ハ
ウ
ス
／
ス
リ
ー

エ
イ
ト
／
生
活
彩
家

☆
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

☆
ロ
ー
ソ
ン
　

☆
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店

●
コ
ン
ビ
ニ
で
の
お
支
払
い
の
場
合
は
、

収
納
事
故
防
止
の
た
め
「
領
収
証

書
」
と
一
緒
に
「
レ
シ
ー
ト
」
も
必

ず
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
で
お
支
払
い
の
場
合
】

●
下
記
ペ
イ
ジ
ー
マ
ー
ク
の

　
印
字
さ
れ
た
納
付
書
で
、

　
松
戸
市
指
定
金
融
機
関･

　
松
戸
市
収
納
代
理
金
融
機

　
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
う
ち
、
ぺ
イ
ジ
ー
に
対

応
し
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
モ
バ
イ
ル
）
バ

ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
て
納
付
が
で
き

ま
す
（
ペ
イ
ジ
ー
に
対
応
し
た
金
融

機
関
と
の
契
約
が
必
要
で
す
）
。

【
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
ご
利
用
上
の
ご
注
意
】

●
お
支
払
い
に
あ
た
り
、
手
数
料
は
か

か
り
ま
せ
ん
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
時
間
外

利
用
手
数
料
な
ど
、
一
部
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
対
し
て
手
数
料
等
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
モ
バ
イ
ル
）
を

ご
利
用
の
場
合
は
通
信
費
が
か
か
り

ま
す
。

●
納
付
書
に
領
収
印
が
押
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
車
検
用
の
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

は
、
納
付
確
認
が
で
き
た
方
に
は
、

６
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　
市
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一
度
手
続
き
す

る
だ
け
で
、
納
付
の
た
び
に
金
融
機
関

や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
等
へ

お
出
掛
け
に
な
る
必
要
も
な
く
、
翌
年

度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

 

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
指
定
の
金
融
機
関
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
納
税
通
知

書
（
軽
自
動
車
税
を
除
く
）
の
中
に
添

付
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
金

融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便

局
に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
】

　
預
貯
金
通
帳
、
届
け
出
印
、
納
税
通

知
書

【
対
象
税
目
】

　
市
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
の

み
）、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
土

地
・
家
屋
）
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資

産
）
、
軽
自
動
車
税

【
口
座
振
替
の
開
始
】

　
申
し
込
み
日
か
ら
２
カ
月
以
降
の
納

期
分
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
。

【
取
り
扱
い
金
融
機
関
等
】

　
市
内
に
本
・
支
店
の
あ
る
金
融
機
関
、

全
国
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
郵
便
局

で
取
り
扱
い
ま
す
。

【
振
替
口
座
の
変
更
・
解
約
】

《
変
更
》

　
新
た
に
指
定
す
る
金
融
機
関
等
へ

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

《
解
約
》

　
現
在
振
替
し
て
い
る
金
融
機
関
等
へ

「
口
座
振
替
依
頼
書
・
解
約
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
振
替
方
法
】

　
全
納
払
い
、
ま
た
は
各
期
別
払
い
の

い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
全
納
払
い
は
、
第
一
期
の
納
期
最
終

日
に
全
額
を
引
き
落
と
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

●
固
定
資
産
税
で
共
有
名
義
か
ら
単
独

名
義
へ
の
変
更
、
あ
る
い
は
共
有
持

分
の
変
更
が
あ
る
と
自
動
継
続
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
新
た
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

●
預
貯
金
残
高
不
足
に
よ
り
振
替
不
能

と
な
っ
た
場
合
、
再
度
振
替
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
災
害
・
廃
業
・
失
職
・
病
気
・
盗
難

な
ど
の
事
由
に
よ
り
納
期
内
納
付
が
困

難
と
な
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
収
納

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
･
ペ
イ
ジ
ー
を

利
用
し
た
納
付
に
つ
い
て

納
税
相
談
の
ご
案
内
　

本人確認のお知らせ

市
税
の
納
付
は
、口
座
振
替
が

安
心
・
便
利
で
す
　
　

夜
間
納
税
相
談
窓
口
の
開
設

◎
日
時 

・
2
月
26
日 

㈭

 

・
3
月
26
日 

㈭

 

各
17
時
〜
20
時

◎
場
所
　
収
納
課（
市
役
所
新
館
2
階
）

　
市
税
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
納
期
内

に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
税
金
を

納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
市
役
所
か

ら
督
促
状
が
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
財
産
（
不
動
産
・
給
与
・
預

金
等
）
の
差
し
押
え
、
公
売
な
ど
の
強
制

処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　各種税証明書等の申請の際に、不正な申請を防止し、市民の皆さん
の個人情報を守るため、窓口で申請者の本人確認書類の提示をお願い
します。下記のAから1点、お持ちでない場合、Bから2点またはBとCから1
点ずつを持参してください。Cの2点提示は不可です。

運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（写真付）等【官公署
発行の写真付のもの】
各種健康保険証、介護保険証、年金手帳、年金証書、住民基本
台帳カード（写真なし）等【官公署発行の写真なしのもの】　
社員証や学生証、診察券、クレジット等のカード類、通帳等【本人の
名前が確認できるもの】

※申請内容によっては他に書類が必要な場合がありますので、詳細は担当各課にお
問い合わせください。

納　期　限期　別

平成27年度市税の納期限 市税取扱金融機関等納付場所

●市民税・県民税（普通徴収分）

（平成27年1月31日現在）

第1期

第2期

第3期

第4期

6月30日 ㈫

  8月31日 ㈪

11月32日 ㈪

12月28日 ㈪

納　期　限期　別
●固定資産税・都市計画税（償却資産を含む）

第1期

第2期

第3期

第4期

  4月30日 ㈭

  7月31日 ㈮

11月30日 ㈪

翌年2月31日 ㈪

納　期　限期　別
●軽自動車税

全　期  6月31日 ㈪

市役所収納課および各支所

三井住友

東京ベイ・朝日・東京東・亀有・城北

銚子商工

とうかつ中央

商工組合中央金庫・中央労働金庫

千葉・みずほ・三菱東京UFJ・りそな・埼玉りそな・三井住友・
常陽・筑波・千葉興業・京葉・東日本・東京スター・群馬

●松戸市

●銀行

●信託銀行

●信用金庫

●信用組合

●農業協同組合

●その他

●全国のゆうちょ銀行および郵便局

●下記のコンビニエンスストア

収納課  ☎366－7325
mcshuunou@city.matsudo.chiba.jp

問

A

B

C



　
私
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
二
〇
一
四
年
度
の
第
2
四

半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）
が
昨
年
に
比
べ
て
「
六
・
八
％
」

ダ
ウ
ン
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
の
原
因
は
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
後
の
買
い
控
え
だ
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
時
私
は
た
だ
単
純
に
税
率
を
上
げ
た
た
め

に
、
一
気
に
景
気
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

し
た
。
今
ま
で
は
、
安
倍
晋
三
内
閣
の
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

で
せ
っ
か
く
景
気
が
回
復
し
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
な
ぜ
税
金
を
上
げ
て
、
消
費
者
の
買
い
控
え
を
さ
せ
る
よ

う
な
政
策
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。

新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
調
べ
て
み
る
と
、
駆
け
込
み
需

要
と
そ
の
反
動
は
一
過
性
で
あ
り
、
長
い
目
で
見
る
と
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
が
起
き
て
、
企
業
の
活
力
が
上
昇
し
景
気
が
回
復

す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は

簡
単
に
一
時
的
な
現
象
だ
け
を
見
て
国
の
政
策
の
良
し
悪
し
を

判
断
し
て
は
い
け
な
い
事
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
、
更

に
消
費
税
を
「
十
％
」
に
上
げ
る
事
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
国
内
の
景
気
が
悪
く
な
る
の
は
困
り
ま
す
が
、
大

き
な
政
策
の
流
れ
の
中
で
増
税
が
必
要
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ

う
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
誰
し
も
税
金
は
少
な
い
ほ
う
が
い
い
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
の
義
務
と
し
て
納
税
が
あ
る
の
で

す
か
ら
、
義
務
は
し
っ
か
り
と
果
し
た
上
で
、
納
税
し
た
税
金

が
皆
が
納
得
で
き
る
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り

確
認
す
る
事
が
大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、「
税
金
が

高
い
、
高
い
」
と
声
を
上
げ
て
い
る
だ
け
で
は
、
何
の
解
決
に

も
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
財
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
、
消
費
税
は
社
会
保
障
費
に
充
て
ら
れ
、
年
金
や
医
療
、

介
護
、
子
育
て
支
援
に
使
わ
れ
る
と
い
う
事
で
す
。
社
会
保
障

が
充
実
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
望
ん
で
い
る
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
諸
外
国
と
比
較
し
て
も
日
本
の
消
費
税
は
決
し
て

高
く
は
な
い
と
い
う
事
で
す
。
福
祉
国
家
の
北
欧
は
日
本
よ
り

税
金
も
高
く
福
祉
も
充
実
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
が
具
合

が
悪
い
と
ま
ず
病
院
に
電
話
を
し
診
察
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
利
用
で
き
る
そ
う
で
す
。
日
本
は
自
分
の
判
断
で
病
院
に
行

け
患
者
負
担
は
一
部
だ
け
で
残
り
は
国
の
支
出
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
障
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
負
担
が
増
え
る
事

も
あ
る
程
度
仕
方
が
な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

消
費
税
は
間
接
税
で
誰
も
が
否
応
な
し
に
徴
収
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
、
収
入
が
少
な
か
っ
た
り
、
大
家
族
な
ど
、

生
活
が
厳
し
い
弱
者
の
救
済
を
確
固
す
る
事
が
同
時
に
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
税
金
は
国
を
支
え
る
根
幹
で
あ
り
、
そ
の
使
途
は
国
の
繁
栄

や
存
続
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
く
も
の
だ
し
、
も
っ
と
言
え
ば

貧
し
い
国
々
へ
の
支
援
な
ど
に
も
使
え
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、

国
民
は
税
金
と
し
て
国
に
預
け
た
自
分
の
お
金
を
よ
り
よ
い
世

の
中
を
実
現
す
る
た
め
に
適
切
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

要
望
し
て
い
く
事
も
国
民
の
大
事
な
責
任
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

『
税
金
の
重
要
性
を
知
っ
て
』

常
盤
平
中
学
校  

3
年

堀
口  

里
奈
さ
ん

ほ
り
ぐ
ち

り  

な

　
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
。つ
い
に
そ
の
日
が
や
っ
て
き
た
。そ
う
、

消
費
税
率
が
五
％
か
ら
八
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
日
。
前
回
三
％
か

ら
五
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
以
来
、
実
に
十
七
年
ぶ
り
だ―

。

　
そ
の
半
年
前
の
十
月
、テ
レ
ビ
画
面
の
中
で
安
倍
首
相
が
こ
う
言
っ

た
。

「
消
費
税
率
を
来
年
四
月
一
日
か
ら
八
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
正
式

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。」

私
は
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
私
は
毎
月
、
決
し
て
充
分
と

は
言
え
な
い
額
の
小
遣
い
の
中
か
ら
、
大
好
き
な
雑
誌
や
雑
貨
を
や

り
く
り
し
て
買
っ
て
い
る
。
私
の
小
遣
い
の
額
か
ら
す
れ
ば
、
小
遣

い
か
ら
出
て
い
く
増
税
分
な
ど
微
々
た
る
金
額
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、

今
以
上
の
や
り
く
り
が
必
要
に
な
る
の
は
大
き
な
痛
手
だ
っ
た
。（
そ

ん
な
に
増
税
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
？
）
そ
ん
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
私
は
学
校
の
職
場
体
験
で
地
域
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
た
っ
た
二
日
間
の
体
験

だ
っ
た
が
、
そ
の
た
っ
た
二
日
の
間
に
（
こ
れ
が
介
護
施
設
の
現
状

な
ん
だ
）
と
い
う
思
い
を
何
度
も
実
感
し
た
。
特
に
、
施
設
の
職
員

の
人
数
に
対
し
て
利
用
者
で
あ
る
お
年
寄
り
の
人
数
が
圧
倒
的
に
多

く
、
職
員
の
人
が
施
設
中
を
動
き
回
り
息
つ
く
暇
も
な
い
状
態
に
本

当
に
驚
か
さ
れ
た
。
こ
れ
以
上
利
用
者
の
数
が
増
え
た
ら
、
充
分
と

言
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
？
も
っ
と

職
員
の
数
を
増
や
し
て
、
職
員
に
と
っ
て
も
利
用
者
に
と
っ
て
も
、

よ
り
良
い
環
境
に
す
る
事
が
出
来
れ
ば
良
い
の
に…

。
で
も
そ
れ
は

簡
単
で
は
な
い…

。
私
は
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
介
護
に
つ
い
て
の
無
知
を
痛
感
し
た
私
は
、
そ
れ
か
ら
介
護
の
実

情
を
調
べ
多
く
の
事
を
知
っ
た
。
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
む
中
で

要
介
護
者
と
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
る
為
に
二
〇
〇
〇
年
に

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
。
利
用
者
は
利
用
料
の
一
割
負

担
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
。
事
業
所
や
施
設
に
対
し
介
護

報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
財
源
は
四
〇
歳
以

上
の
人
が
支
払
う
介
護
保
険
料
と
、
税
だ
と
い
う
こ
と
。

　「
消
費
税
率
を
来
年
四
月
一
日
か
ら
八
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
正

式
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。」

あ
の
日
、
そ
の
後
に
は
こ
ん
な
言
葉
が
続
い
て
い
た
。

「
増
収
分
は
全
て
、
子
育
て
・
医
療
・
介
護
・
年
金
と
い
っ
た
社
会
保

障
の
為
に
使
用
い
た
し
ま
す
。」

　
私
は
や
っ
と
気
付
い
た
。
今
現
在
の
介
護
の
現
場
を
支
え
て
い
る

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
税
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
に
。
そ
し
て
、
こ
の
介
護
の
現
状
を
よ
り
良
く
し
て
次
世
代
へ
と

繋
い
で
い
く
の
も
ま
た
、
税
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に…

。

　
人
は
必
ず
老
い
る
。
そ
の
時
に
皆
が
本
当
に
安
心
し
て
医
療
や
介

護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
今
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
税
が
必
要
不
可
欠
な
の
だ
。
そ
し

て
広
く
国
民
全
体
で
担
う
消
費
税
が
、
現
在
の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

の
社
会
保
障
を
作
り
支
え
て
い
く
の
だ
。
私
の
小
遣
い
か
ら
の
微
々

た
る
消
費
税
も
そ
の
一
部
に
な
る
の
だ
と
思
う
と
少
し
誇
ら
し
い
。

税
は
、
今
と
未
来
を
繋
ぐ
大
切
な
架
け
橋
で
あ
り
、
私
達
が
そ
の
架

け
橋
を
作
っ
て
い
く
の
だ
と
、
今
実
感
し
て
い
る
。

『
税
と
い
う
名
の
架
け
橋
』

第
五
中
学
校  

3
年長

谷
川  

咲
希
さ
ん

は  

せ 

が
わ

さ
　
き

　
最
近
に
な
っ
て
、
消
費
税
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
税
と
い
う
も
の
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
訳
で

も
な
く
、
ま
し
て
や
両
親
が
働
い
て
貯
め
た
お
金
を
お
こ
づ
か
い
と

し
て
使
っ
て
い
る
の
で
、
税
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
り
、
意
識
し
て

生
活
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
消
費

税
が
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
の
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
お

金
を
多
く
出
費
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
、
あ
ま
り
い
い
気
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
近
々
消
費
税
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

と
知
り
、「
な
ぜ
だ
ろ
う
。」
と
い
う
疑
問
ば
か
り
が
頭
に
浮
か
ん
で

い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
税
に
関
し
て
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。
税
の
種
類
は
、

直
接
税
、
間
接
税
、
国
税
、
地
方
税
と
い
う
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。
税
は
日
本
人
が
安

全
に
暮
ら
す
た
め
で
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
を
し
や
す
く
す

る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
中
で
は
と
て
も

大
切
な
も
の
で
し
た
。

　
今
の
日
本
の
現
状
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、「
少
子
高
齢
化
社
会
」
で
す
。

こ
の
現
状
は
今
す
ぐ
に
解
決
し
よ
う
と
努
力
し
て
も
な
か
な
か
う
ま

く
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
理
に
人
口
を
増
や
そ
う
と
し
て

も
日
本
中
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
が
、
何

も
し
て
い
な
い
と
二
十
一
世
紀
半
ば
に
は
二
・
五
人
に
一
人
の
割
合

で
人
口
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
っ
て
し
ま
い
「
超
高
齢
社

会
」
が
予
測
さ
れ
て
い
る
未
来
は
、
働
き
手
の
負
担
が
重
く
な
り
、

経
済
力
が
低
下
し
て
い
く
だ
け
で
す
。

　
こ
こ
で
未
来
を
救
う
救
世
主
と
な
っ
て
く
れ
る
の
が
、
税
な
の
で

す
。
現
在
の
働
き
手
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
も
、
や
が
て

現
在
の
高
齢
者
の
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
自
分
の
役
目
を
終
え
高
齢

者
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
の
人
た
ち
の
老
後
の
安
定
し
た
生

活
や
健
康
で
文
化
的
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
多
く
の
費
用
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
費
用
の
中
心
に
な
る
の
が
税
金
と
い
う
訳

で
す
。

　
私
た
ち
は
、
常
に
税
と
関
わ
り
あ
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
消
費

税
が
代
表
的
な
例
で
す
。
何
か
を
買
う
と
必
ず
、
出
費
し
た
お
金
の

中
に
消
費
税
が
含
ま
れ
ま
す
。
お
金
を
充
分
に
持
っ
て
い
る
人
は
、

消
費
税
の
分
の
少
し
の
お
金
く
ら
い
気
に
も
と
め
な
い
で
し
ょ
う
。

で
す
が
、
生
活
す
る
の
に
困
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
少
し
の
お
金
を

も
負
担
に
思
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
実
は

し
か
た
の
な
い
こ
と
で
す
。相
手
に
一
方
的
に
負
担
に
思
う
な
と
言
っ

た
と
こ
ろ
で
、
税
を
納
め
る
こ
と
が
絶
対
と
い
う
以
上
、
そ
れ
は
無

理
に
近
い
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
は
税
を
納
め

な
い
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

　
そ
の
答
え
は
一
つ
で
す
。
税
に
対
す
る
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
な

の
で
す
。「
負
担
」
で
は
な
く
「
未
来
に
投
資
す
る
」
と
思
え
ば
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
税
は
日
本
の

未
来
を
支
え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
税
を
納
め
る
と
い
う
こ
と
は
自

分
の
未
来
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
つ
ま
り
は

未
来
に
投
資
す
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
こ

れ
か
ら
税
に
対
す
る
考
え
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

『
税
は
未
来
へ
の
投
資
』

小
金
北
中
学
校  

3
年

小
柳  

実
穂
さ
ん

こ 

や
な
ぎ

み  

ほ

　
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
か
か
せ
な

い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
両
親
か
ら
自
分
の

足
の
手
術
に
か
か
っ
た
治
療
費
も
税
金
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
か

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
私
は
一
ヵ
月
健
診
で
、
先
天
性
股
関
節
脱
臼
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
経
過
を
見
て
い
ま
し
た
が
良
く
な
ら
ず
、
幼
稚
園
の
年

長
の
秋
に
手
術
を
し
ま
し
た
。
手
術
後
、
歩
け
る
よ
う
に
な
る

ま
で
四
ヵ
月
ぐ
ら
い
か
か
り
、
小
学
校
の
入
学
式
に
、
自
分
で

歩
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
の

を
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
手
術
当
時
の
資
料
を
母
が
と
っ
て
お
い
て
く
れ
て
い

た
の
で
、
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
医
師
の
育
成
医
療
意
見
書

に
は
、
育
成
医
療
の
申
請
を
し
な
い
と
私
の
足
の
手
術
は
、
百

万
円
を
超
え
る
負
担
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
育
成
医
療
と
は
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
、
又
は
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
将
来
障
害
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る
疾
患
が

あ
る
子
ど
も
が
手
術
や
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
を

除
去
、
軽
減
す
る
効
果
が
あ
る
場
合
に
は
、
医
療
費
の
一
部
を

公
費
で
負
担
し
て
く
れ
る
制
度
で
す
。
私
は
、
税
金
が
将
来
を

見
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い

ま
し
た
。
病
気
を
早
く
治
す
こ
と
は
、
そ
の
子
ど
も
の
た
め
に

も
ち
ろ
ん
な
る
わ
け
で
す
が
、
早
め
に
治
す
こ
と
に
よ
っ
て
将

来
、
も
っ
と
か
か
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
医
療
費
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
と
知
っ
た
か

ら
で
す
。
私
の
よ
う
に
自
分
が
身
を
持
っ
て
体
験
し
た
人
は
、

税
金
が
か
か
せ
な
い
も
の
だ
と
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
も
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
な
の
に
税
金
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
し
ま
う
の
は
、
私
た
ち
が
税
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ

と
も
な
く
、
知
ら
な
す
ぎ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
妹
と
中
学

校
で
配
布
さ
れ
た
税
の
資
料
を
一
緒
に
見
て
い
る
と
、

「
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
に
、
一
人
八
百
六
万
円
も
税
金
が

使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
や
っ
ぱ
り
税
金
は
大
切
な
ん
だ
ね
。」

と
言
う
の
を
聞
い
て
、
私
は
小
学
生
で
も
税
金
が
身
近
な
も
の

で
ど
ん
な
も
の
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
税
金
が
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
、
理
解
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
四
月
、
消
費
税
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
来

年
十
月
に
は
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
各

家
庭
の
負
担
は
大
き
く
な
り
、
税
金
が
高
い
と
い
う
こ
と
ば
か

り
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
の
納
め
る
税
金
が
何
の

た
め
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
税
金
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
大
切
な
も
の
だ
、
と

私
は
思
い
ま
す
。
直
接
で
は
な
い
け
れ
ど
、
税
金
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
人
を
助
け
た
り
、私
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
自
分
も
ま
た
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
助

け
合
い
、
支
え
合
う
温
か
い
社
会
に
税
金
は
欠
か
せ
な
い
も
の

だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

『
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
税
金
』

第
四
中
学
校  

3
年竹

内  

瑞
貴
さ
ん

た
け
う
ち

み
ず 

き

中学生の「税についての作文」優秀作品平成26年度

　松戸市では、次代を担う中学生の皆さんから、今年度も「税について
の作文」の募集を行いました。
　これは、中学生の皆さんに税に対する正しい知識を持ってもらうために、
租税教室の開催と併せて、家庭・学校で学んだ税に関すること、マスコミ
報道で知った税の話題などをテーマとした作文を書くことにより、税に対
する理解を深めていただくことを目的として実施しています。
　今年度は、市内22校から3,618点の応募がありました。この中から
厳正な審査の結果、市長賞をはじめ議長賞、教育委員会委員長賞、教育
長賞などの優秀作品15点を選考し、賞状および記念品を贈呈しました。
　平成27年度も9月初旬に作品の募集を予定しています。市内の中学
生の皆さんからの応募をお待ちしています。

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

長谷川　　　響
長　田　千　尋
大　橋　実　季
中　山　征　人
渡　邉　優　花
染　井　優　希
今　田　朱　音
川　田　真　子
弓　家　春　佳
牧　野　小　夏
冨　田　結　惟 

これからの日本のための税金
未来を、町を創る税
税について
税について 
自覚と税
税による生活補助
税があることで存在する「幸せ」
私たちのくらしと税金について
広い税へ　
税を納める意味
税金で守る子供の未来

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

小 金 中 学 校
栗 ケ 沢 中 学 校
牧 野 原 中 学 校
第 三 中 学 校
栗 ケ 沢 中 学 校
第 二 中 学 校
第 六 中 学 校
第 四 中 学 校
常 盤 平 中 学 校
根 木 内 中 学 校
六 実 中 学 校

 は せ がわ   ひびき

 なが  た ち  ひろ

 おお  はし み  き

 なか  やま ゆき  と

 わた  なべ ゆう  か

 そめ  い まさ  き

 いま  だ あか  ね

 かわ  だ ま  こ

 ゆ  げ はる  か

 まき  の こ  なつ

 とみ  た ゆ  い

優 秀 賞

松
戸
市
教
育
委
員
会
委
員
長
賞

松
戸
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

松
戸
市
長
賞

松
戸
市
議
会
議
長
賞
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